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１．はじめに 

これまで，東北新幹線のラーメン高架橋において地震に対する構造物の耐震性を確保するため，耐震補強工

事が施工されている． 

本稿では，利用高架橋における鋼板巻き耐震補強工事で実施した作業の省力化の工夫について報告する． 

２．概 要 

本施工箇所は多数の商業施設や宿泊施設が隣接している新幹線利用高架橋内 2階部に位置し，事務所及び倉

庫として使用されていた箇所である（図-1）．そのため現況柱周りには，天井，ボード壁，コンクリート壁，

配線，排水管等，様々な支障物が存在している環境であり，鋼板取付に支障する天井や壁等の支障物の一時撤

去，耐震補強完了後の復旧が必要であった（写真-1）． 

また，耐震補強対象柱の柱高は 4200mm であり，補強高が 4080 ㎜～

4150 ㎜のため，鋼板の搬入，取付方法，支障物の撤去範囲を考慮し上

下 2分割で施工することとした． 

３．施工方法の検討 

施工に先立ち，周辺環境や施工環境を考慮した検討を実施した．課

題は，騒音・粉塵対策，作業の省力化，火災予防対策の３点であった．

以下に課題の詳細及び検討内容を記す． 

第1点目の騒音・粉塵対策は，コンクリート壁などの撤去方法として，

通常ブレーカーによる人力取り壊しが挙げられるが，騒音・粉塵を伴う

作業であることから，商業施設が隣接している環境下での施工方法とし

ては望ましくないため極力ブレーカーを使用しない方法で実施するこ

ととした． 

第2点目の作業の省力化については，利用高架橋内の人力施工がほと

んどであったため，コンクリート壁撤去・運搬施工数量の削減を考慮し

た施工方法の簡略化および施工効率化を図ることとした． 

第3点目の火災予防対策については，火災リスクが特に高い利用高架

橋内での施工であること，また，1階が駅ホーム，商業施設の倉庫，配

電室として利用されていることから，通常実施している溶接など火を使

う作業を実施しないこととした．  

４．検討結果及び実施内容 

第1点目の騒音・粉塵が発生しにくい施工方法としてコア削孔による

撤去を計画し実施した．第2点目の作業の省力化については，鋼板取付

前に実施するコンクリート壁の撤去数量を低減する施工方法とした．こ

れまで実施していた上下2分割による鋼板巻き補強の主たる鋼板取付方

法は下部鋼板を先に取付け，その後上部鋼板を取付ける方法である．し 
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写真－1 施工前（B-1柱） 

B-1柱 

図－1 施工箇所平面図 

図-2 コンクリート壁撤去計画図 （検討前） 

※斜線部がコンクリート壁撤去範囲 
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写真-3 施工完了（B-1柱） 

かし，この方法の場合，上部鋼板を取付ける際の作業スペース（850ｍ

ｍ）を確保する必要があり，耐震補強高の範囲全てのコンクリート壁を

撤去する必要がある（図-2）．そこで，先に下部鋼板位置で上部鋼板を

取付け，チェーンブロック等で上部まで吊り上げ固定し，空いた下部鋼

板位置で下部鋼板を取付け，最後にチェーンブロック等で上部鋼板を吊

り下し上下鋼板を接合する順序とした．写真-2に先行して上部鋼板の取

付けを行い，その後，上部鋼板を吊り上げている状況を示す． 

鋼板取付け順序を見直したことにより，コンクリート壁の撤去範囲を

削減する事が可能となった（図-3）．図-2と図-3の撤去範囲を比較する

と柱上部の撤去範囲を柱1本当り0.6ｍ×1.6ｍ×0.15ｍ×2＝0.29㎥

(26.9%)程度削減し作業の効率化を実現できた．また，騒音作業の時間

短縮も図ることができた． 

第3点目の課題である火災のリスク低減については，鋼板接合方法と

してボルト接合を導入することとした（表-1）． 具体的には，工場加

工の段階で上部鋼板裏面に裏当てプレートと取付けナットを溶接する．

また，下部鋼板は鋼板取付時の調整が利くように，楕円形のボルト受け

穴を加工して現場搬入した．これにより現場施工では表面からのボルト

の挿入のみで鋼板の接合が完了する．裏当てプレートに沿って上下鋼板

のズレを抑制できることで接合が容易となった．また，上部鋼板と下部

鋼板の突合せ部は，現場での溶接作業を行わず，コーキングによりモル

タル漏れ止め措置を実施した． 

 

 

５． まとめ 

 施工環境を考慮した施工方法の検討を行い，作業の省力化に向けて以

下の内容に取り組んだ．①騒音低減対策として,コア削孔によるコンク

リート壁撤去を実施．②鋼板取付け順序を変更することで，コンクリー

ト壁撤去作業の省力化及び鋼板設置作業の効率化を推進．③鋼板接合方

法を溶接からボルト接合に変更し火災リスクを回避． 

結果として，品質を確保し無事故で施工を完了できた（写真-3）． 

今後も，施工計画段階で現場条件に適切な工法，材料を選定するととも

に施工環境に合わせ臨機応変な検討を行い，作業の省力化に取り組んでいきたい． 

②表面

下部の受け穴は調整の利くよう楕円形に加工。

③取付完了①上部裏面

工場加工により裏当てプレートを取付け。

ナットを溶接することにより表面から

ボルトを挿入するだけで接合が完了。

コーキングにより完璧な漏れ止め

実際の施工では

写真-2 上部鋼板吊り上げ状況 

表－1 鋼板巻き耐震補強における無溶接による鋼板接合方法 

図-3 コンクリート壁撤去計画図 （検討後） 

※斜線部がコンクリート壁撤去範囲 
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